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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ご紹介ありがとうございます。
まずは、このような貴重な機会を下さいました関係者の皆様に感謝申し上げます。
安全のプロフェッショナルの皆様の前で発表するのは大変恐縮なのですが、デンカ株式会社渋川工場の安全活動～重大災害ゼロを目指して～と称しまして、発表させて頂きます。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・本日は、この目次に沿って、デンカ渋川工場の概要、安全管理の変遷、安全活動の具体例と成果、まとめの順番に発表いたします。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・まずは、デンカ渋川工場の概要について説明致します。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・工場の説明をする前に、デンカがどのような会社であるのか、簡単に説明させていただきます。
・デンカは1915年創立の総合化学企業です。資本金は約３７０憶円、従業員数は、本年３月末時点で連結6,406人、単体で4,198人となっております。
・当社は、電子・先端プロダクツ部門、ライフイノベーション部門、エラストマー・インフラソリューション部門、ポリマーソリューション部門の４部門に分かれて事業展開しており、幅広い製品を取り扱っております。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・渋川工場はデンカの国内製造拠点の1つであり、関東平野の北端の群馬県に位置しています。
・工場はその前身が1951年に塩化ビニルやこれを原料とした溶液の製造開始を起源としておりますが、以降、事業領域の転換を進め、現在はエレクトロニクス関連分野の高付加価値製品の中核的な製造拠点となっております。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・工場は国道17号線と利根川に挟まれた立地で、面積は東京ドーム約3個分、周囲には製造企業や住宅が林立しており、地域と共に発展を目指しています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・次に生産品目について簡単に説明します。
・当工場では、先程少し触れました事業部門のうち、電子・先端プロダクツ部門の製品の一部を生産しております。
・具体的には、高熱伝導基板および回路、放熱スペーサーおよびグリース、電子源、半導体製造用仮固定ﾃｰﾌﾟ、高機能接着剤といった５つの製品群の商品を生産、および研究開発を行っています。
・これら5製品群は最終形態が全く異なるため、プロセス、設備も大きく異なっており、災害防止のポイントも多岐に亘っているといった特徴があります。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・この図は、工場の従業員数の推移です。
・2022年度初頭までは、約500人前後の状態を維持していましたが、その後やや減少傾向となっています。
・製造現場において、非正規社員と女性の比率が高い特徴があります。
・先ほど示した、設備やプロセスの違いやこの従業員構成、属性に基づき、各現場の特徴にあわせた安全への取り組みが必要です。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・次に当工場の安全管理の変遷と現在ﾒｲﾝとしている取組みについて説明します。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・まず当工場の安全成績を示します。
・表と左下の図に示します通り、2016年9月を最後に、休業災害を発生させずに今日まで重大災害ゼロを継続しています。
・さらに右下の図は2000年まで遡った災害発生状況ですが、2009年頃から災害発生が大きく減少しているのが分かります。


22 BERBLELEE | Denka

MEERICEELE-KEORM~2DDE—=VJRA b~

(D2009%F LIKE 22016498 DERKELIKE
‘2008F(CEEMB DKRELEAL TERE
BERKESNERERRA~DRISEL SYRITEAAVNEEMZERH
ERIRDFE L) AVFHEER R >FXEREHXKGT . REHEICKDHIFEREELINE
LML, RR-FIREREL-BENER 03224 —T3ay
SR E X R IKRE R (RERD) =G EICTRL, RBIGOARAETZERYEL
=2016. 9N EKRKFZ[ITEM o= IR E. KRR, FIERELICRER
REHF O
10 @ @
8 5 2 P MO TS (RREE) —>

FEEHH

. - m S m AR mfRE

4 I

il |

N1l I » = =
™

S 5> oA DO KORE
LI LFTLES S RERUIOCIY
PR PR PR PR PP w@f&@fﬁ’w@@@f&@@f&

., right © Denka Co., Ltd. All Rights Reserved.


プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・この図は先程も示しました2000年以降の災害発生状況ですが、現在の当工場の状態に至るまでには2つのターニングポイントがあったと考えています。
・1つ目は2009年、2つ目は2016年の休業災害でこのあと説明しますが、これが重大災害となってしまいました。
・まず2009年以降の災害発生減少ですが、この時には事業転換により工場の生産品目に大きな変化がありました。
・新事業を立ち上げるにあたり、頻発していた災害を減らすために危険源の特定とリスク評価、いわゆるリスクアセスメントを開始したことが記録で分かっています。
・この時のリスクへの対応は、表示、手順書の見直し、教育が主体で、設備改善も行ってはおりましたがエリアセンサーやリミットスイッチ等の機能安全に留まっていた部分もあり、結果として災害件数は減らせたものの、2016年の重大災害を防ぐことが出来なかったことを大いに反省することになりました。
・そして２つめのターニングポイントが、その2016年の重大災害です。
・これを契機に、本質安全設計、安全防護に基づく設備改善を加速させ、また現場とのコミュニケーションの重要性を認識し、現場の声を設備改善や手順見直しなどに反映していきました。
・安全教育についても、更なる拡充を図りました。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・ここで2016年の重大災害について説明させて頂きます。
・当工場創業以来、最も重篤な災害であり、具体的には稼働中のプレス機のプレス稼働部に手を入れ、金型に挟まれるというものでした。
・重大なルール違反ではありますが、エリアセンサーと安全カバーを回避してプレス稼働部に手を入れることが出来る不完全な設備の安全対策であったことも主原因であったと言えます。
・この時の被災者の心理的状況としては、機械を止めるのが面倒、早く作業を終わらせたい、作業の慣れからこのプレス機が怖いものであるという認識が薄れていたという状況で、このような危険行動を行ったそうです。
・このような重大災害の可能性のある設備については、エリアセンサーやリミットスイッチに代表される機能安全装置では不十分であると判断し、設備を防護柵で完全に覆い、電磁ロックなどを設置して、電源を落とさなければ手を出すことが出来ない、本質安全化に大きく方針転換することにしました。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・現在の当工場の安全活動は、2016年の重大災害以降の取組みを地道に継続し、安全管理の弱点に対して集中的に取り組みを強化しています。
・プロセス視点では、安全設計に基づく設備機械の本質安全化を図るため、会社全体で安全投資枠を一般投資とは別枠に設けて、積極的に安全にお金をかけています。
・職場風土の視点では、コミュニケーション活性化により心理的安全性の確保を図るとともに、現場の３S、KY、指差呼称の習慣化でルールを守る文化の醸成に力を入れています。
・従業員構成の視点では、被災者となりやすい経験の浅い従業員や中高年齢者への教育拡充、協力会社や派遣社員を含めた全員による安全活動を行って災害防止に努めています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・当工場の安全管理体制をまとめるとこのような形になります。
・トップダウンとボトムアップの活動がうまくかみ合った成果として、現在の安全成績に至っていると考えております。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ここからは、当工場の安全活動の具体例とその成果について紹介したいと思います。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・当社では経営トップの全社基本方針として「安全最優先」を掲げ、あらゆる機会を通して、従業員一人ひとりに安全が最も大切と訴え続けています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・そして、トップの大きな責任としての安全投資です。
・以前は一般投資と安全投資を区別せずに予算化していましたが、現在は安全投資枠を独立させ計画的に対策を打っています。
・この4年間、安全対策工事としては計67件実施し、この内31件が本質安全化と隔離・停止原則に基づく安全防護によるものです。
・この4年間で高リスク作業数は大幅に削減することができています。
・災害は不安全な状態すなわち不安全な設備機械があるために起こるので、安全投資は災害発生の防止に大きく作用していると考えています。
・これから３つの具体例を簡単に示します。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・これは、放熱スペーサー製造現場での安全対策工事の実例で、設備の稼働部から作業者を隔離し、同時にチョコ停対策を行いました。
・機械から製品原反を専用箱で受け取りますが、この箱は人手で供給するため、常時動くユニットへ作業者が近づかなければなりませんでした。
・また箱が機械内で詰まりやすくチョコ停が頻繁に発生していました。
・そこで、これらを同時に解消するための自動化を行い、ガードを付け、作業者は機械可動部に近づけないようにすることでリスクレベルをⅣからⅠに低減できました。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・これは、半導体製造用仮固定テープを製造する現場の例で、メートル幅の半製品フィルムを製品幅にスリットする工程での改善例です。
・改善前は、作業者が直接手でスリット刃の位置決めをしており、切創と巻き込まれのリスクがありました。
・改善では、スリット刃の位置決め作業そのものを自動化し、防護柵により作業者がスリット刃自体に接触できなくしたことで、リスクレベルを低減しました。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・これは、高熱伝導基板の製造工程で、お客様指定の銅回路を形成する印刷機の安全対策を行った事例です。
・ここでは、スクリーン版上のインク返し時に、スキージ等が稼働している状態で作業者が手を出して挟まれる、スクリーン版が昇降動作するときに手を出して挟まれるといったリスクが想定されます。
・そこで、製品を出し入れする正面にはセーフティーライトカーテンを設置し、周囲全面には電磁ロック付きの安全カバーを設置して、作業者が動く機械へ手出しできない構造にしました。
・この改善によって、許容可能なリスクレベルにまで低減できました。
・３つの例をご紹介しましたが、こうした安全投資をリスクレベルの高いものから優先的に実施しており、今後も続けていきます。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・次に、コミュニケーションによる諸活動を改善につなげている実例を紹介いたします。
・工程別ミーティング、見守りカメラの活用、安全推進員会の取り組み、外部業者の安全確保について、順に説明致します。
・これらの取り組みは必ずしも当工場独自のものではないと思いますし、目新しいことでもないと思いますが、職場で働く方々の心理的安全性を確保し、組織力・現場力を向上させる上でとても有効な取り組みになっていますので、紹介させて頂きたいと思います。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・まず1つ目は、工程別ミーティングで所謂小集団活動の１つです。
・この製造現場では、現場作業者と管理職の会話機会を設けていましたが、同じようなヒヤリハットが繰り返し発生していたことから、現場の声を改善に反映させるためにコミュニケーションの方法を変更しました。
・具体的には、率直な声を挙げられる人数規模、また話題の共通性の点から9つの工程別ミーティングを定期的に開くことにしました。
・その結果、作業方法や作業環境に対する意見に加えて、現場作業者と管理職が雑談できるような雰囲気もでき、風通しの良い職場となりました。
・挙げられた声はこのミーティングで対応策をまとめ、設備の改善や手順書見直し、現場の表示等へ活かされています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・２つ目は見守りカメラの活用で、現在約160台、従業員の約3人に1台の割合での設置状況となっています。
・見守りカメラは、安全行動遵守の確認、ヒヤリハットや事故・災害の確認検証、工室改善ポイントの掘り起し、作業者の動線確認など多くの目的を持って見ることにしています。
・これらの情報から、小集団活動などで話し合い、現場の改善に繋げています。




プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・２つほど、活用の実例を紹介します。
・上段は、エミッターという製品の組み立て現場ですが、見守りカメラの動画を作業者と一緒に観て、無駄な動きが多いことに気付いたそうです。
・作業者に改めて意見を聞いてみると、配置が悪いとのことだったので、レイアウトを変更しました。変更後は動きも良く、作業者からも作業し易くなったと好評でありました。
・下段は放熱材料課という製造現場での活用例です。
・自動化の安全対策工事を行った設備の改善効果と、オペレーターの適切な対応状況を検証することに活用できています。
・これらはごく一例であり、現場を高所から俯瞰で見ることができることは大きなメリットであり、全ての現場で大いに役立っています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・３つ目は、安全推進委員会の活動例です。
・活動は、主に従業員アンケートによる意識調査、職場交流会による他職場からの学び、安全活動発表会の３つです。
・これらの活動を通して安全意識の強化を図り、モチベーションアップを期待しています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・４つ目は、外部業者の安全確保で設備部門の取組み例です。
・構内工事に際して、送り出し教育として安全教育を行っていますが、これに加えて日々の双方向コミュニケーションを密にする目的で、工事KYシートを導入しました。
・このシートの左半分は当日作業についてのKYを中心に記載し、右半分に業者さんと当工場関係部門の連絡欄を設けて特に注意する点や段取りなどを記載して関係者で共有することにしたものです。
・工事は常に非定常作業ですので、双方向コミュニケーションは極めて重要であり、とても役立っています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・取り組み例の最後に、安全教育についてお話しします。
・当工場の教育体系は、この図のように、方針教育による周知・徹底、間接部門が行う工場共通の各教育及び作業者の配属先で行う実際に作業に関係した教育の建付けとなっています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・教育は教育する方も受ける方も負担が大きいので工夫しながら拡充を続けています。
・特に災害発生では経験の浅い作業者、高年齢者が被災者となる割合が大きいので、この階層への教育の拡充を図っています。
・また、安全の根幹であるリスクアセスメントをより良くしていくために、現場のリスクを理解し、正しくリスク評価できる人財の育成にも力を入れています。
・そうすることで、工場全体のレベリングが可能となり、適切な安全対策につなげていけると考えています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・経験の浅い従業員への工場共通の安全教育では、教育者の負担軽減や同レベルの教育ができるよう、このような教材を使用して実施しています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
中高年齢者教育では中災防から販売されている教材を熟読してもらい、アンケート結果をまとめて、表示や警報・警告の見直しをしています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・各職場での実際業務に関する安全教育は、作業に直結した内容の他にも、工場内外で発生した事例を自職場へ当てはめてみてなにが危険でどんな改善が必要か考えてみるなど、職場それぞれで工夫しながら特徴ある教育を行っています。


A FeH~nhoDREEE

4 FED


プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
最後にまとめとして、これからの安全活動について触れたいと思います。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・今後も重大災害のない安全、安心、快適な工場であり続けるために、次の3つを実施していきます。
・1つ目は、ここまでお話ししてきましたトップダウンとボトムアップによる活動を継続してゆくこと。
・設備面では、人が介在するプロセスを極力なくすことをしなければならないと考えていますし、組織の面では、いわゆるノンテクニカルスキルの強化で組織力の向上が欠かせないと考えています。
・2つ目に、リスクアセスメントの強化で、設備変更や工程変更の際に見落としがちな新たなリスクを見落とさないように、変更管理時のリスクアセスメントを徹底すること。
・また、リスクを正しく評価できる力量を持った人財を育てていくことを強化していきます。
・３つ目は、当工場の従業員構成で非正規、特に派遣社員の比率が高く、派遣社員は5年未満で辞めて行く割合が高いため、常に経験の浅い、すなわち被災しやすい集団となっています。
・したかって派遣社員への教育の厚みを増し、災害防止を図って行くことで、さらに安全で活気ある工場に発展させていく所存です。
・以上、デンカ渋川工場の安全活動について紹介しましたが、ご聴講頂いた皆様に多少なりともご参考になっていれば幸いです。
・ご清聴ありがとうございました。


Possibility of chemistry

Denka


プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
最終
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